
緒 言

　高知県は国内最大のニラ産地であり，2017年の
栽培面積は約250ha，生産量は約15,000t と，栽培
面積は全国第2位であるものの出荷量は全国第1位
となっている（高知県，2018）。
　高知県内におけるニラは，ビニルハウスなどに
より周年栽培される圃場が多いが，このような圃
場において，2007年頃から葉に淡褐色の斑点を生
じたり，葉先や葉縁に褐色の葉枯れを生じる障害
が見られるようになった。これらの障害の原因に
ついて調査したところ，Stemphylium lycopersici に
よる褐色葉枯病であることが明らかとなり，既報
の褐色葉枯病菌（Pleospora herbarum（Stemphylium 
herbarum））（Kurose et al.，2015： 三 澤，2009：
Misawa et al.，2016）とは病原菌が異なったこと
から，本病の新たな病原菌として報告した（山崎・
森田，2016）。高知県における本病の発生は，気温
が低下する11月～1月頃に多くなるが，発病に及ぼ
す環境条件や品種間差などが不明なうえ，有効な
薬剤も明らかとなっていないことから，生産現場
では防除に苦慮している。そこで今回，本病に対
するニラ主要品種の感受性および数種殺菌剤の防
除効果を調査したので，結果を報告する。

材料および方法

１．接種源の調製
　試験には，高岡郡四万十町の施設栽培圃場から
採取した褐色葉枯病の罹病葉から分生子を採取し
て 単 胞 子 分 離 を 行 い， 得 ら れ た 病 原 菌

（S.lycopersici）の単胞子分離株（菌株名：S6菌株）
を供試した。
　供試菌株を V8ジュース寒天平板培地上で25℃，
14日間，BLB 照射下で培養したのち，2％スクロー
スおよび0.05％ツイーン20を添加した滅菌水を注
ぎ，ピンセットを用いて菌そう表面を軽く撫でた
のちガーゼで濾した。得られた分生子懸濁液を1.0
×10⁴個 /ml に調整して，接種源とした。

２．主要品種の感受性
１）供試ニラ
　試験には，スーパーグリーンベルト，ミラクル
グリーンベルト，ワンダーグリーンベルト，サン
ダーグリーンベルト，グリーンベルト，ジャイア
ントベルト，タフガイ，タフボーイの8品種を供試
した。いずれの品種も，育苗培土（土太郎：スミ
リン農産工業株式会社）を詰めた育苗トレイで育
苗後，同培土を詰めた1/5,000ａのワグネルポット
に植え付けてガラス室で約6ヶ月間（播種後）栽培
した株を用いた。
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２）接種
　接種試験は，室温を25℃±2℃に設定した，平均
湿度73.6％の直射日光が当たらない室内で行っ
た。室内にビニルフィルムで密閉した小型枠ハウ
ス（幅65㎝，奥行65㎝，高さ85㎝）を設置し，ハ
ウス内に超音波式加湿器（リフレッシュイルミア
ロマ加湿器 FS-194，福昌株式会社）を入れて湿度
を100％に維持した。
　供試ニラの株全体に十分量の接種源を噴霧接種
し，小型枠ハウス内に入れ ,14日間管理した。各品
種とも3ポットずつ用いた。
３）調査
　接種14日後に，ポット当たり任意の15葉を対象
に調査を行った。調査は，葉に生じた斑点症状と
葉枯れ症状の別に行い，次の発病指数別に調査し
て発病度を算出した。
　斑点症状の発病指数
　0：発病無し，1：葉面積の1/3未満に斑点を生じ
た，2：1/3以上2/3未満に生じた，3：2/3以上に生じ
た
　葉枯れ症状の発病指数
　0：発病無し，1：表面に菌糸を伴う淡褐色の水浸
状病斑を生じた，2：病斑が褐色に変色した，3：周
囲に黄変を伴う同心円状の大型病斑を生じた
　発病度＝Σ（発病指数×指数別葉数）/（3×調
査葉数）×100 

３．殺菌剤の防除効果
１）供試薬剤および供試ニラ株
　試験薬剤として，表2～4に示した14薬剤を，所
定倍数に希釈して供試した。試験に用いたニラは，
育苗培土（土太郎：スミリン農産工業株式会社）
を詰めた育苗トレイで育苗後，同培土を詰めた
1/5,000ａのワグネルポットに植え付けてガラス
室で約6ヶ月間（播種後）栽培した株（品種：ミラ
クルグリーンベルト）を用いた。
２）薬剤処理および接種
　薬剤処理は，室温を25℃±2℃に設定した，平均
湿度68.3％の直射日光が当たらない室内で行っ
た。各供試薬剤をニラの株全体に散布し，室内で
風乾させた。試験は3回に分けて行い，各薬剤につ
きニラを2株ずつ供試し，各回とも対照として薬剤

の代わりに滅菌水を散布した無処理区を設けた。
　薬剤処理1日後に，供試ニラの株全体に十分量の
接種源を噴霧接種したが，各ポットの3葉について
は，接種直前に葉の先端を5cm 切除したのち切除
部から長さ2cm の葉身をガラス棒2本で挟んで潰
した。接種後は，ポット全体をポリエチレン袋に
入れて密閉し，20℃に設定した恒温器内で，蛍光
灯照射条件下（20,000lx，16時間明期）で14日間
管理した。
３）調査
　調査は接種14日後に行った。斑点症状について
はポット当たり任意の6葉を，葉枯れ症状について
はポット当たり葉先を潰した3葉を対象に，主要品
種の感受性の項と同様に調査して発病度を算出す
るとともに，次式により防除価を求めた。
　防除価＝（１－処理区の発病度 / 無処理区の発
病度）×100 

結 果

１．主要品種の感受性
　斑点症状は，供試した全ての品種で認められ，
最も発病度が低かった品種はサンダーグリーンベ
ルトで，次いでスーパーグリーンベルトが低かっ
た。発病度が最も高かった品種はタフガイで，次
いでミラクルグリーンベルトが高かった。一方，
葉枯れ症状はスーパーグリーンベルトでは認めら
れず，次いで発病度が低かった品種はサンダーグ
リーンベルトおよびグリーンベルトであった。発
病度が最も高かった品種はタフガイで，次いでタ
フボーイが高かった（第1表）。
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斑点症状 葉枯れ症状

サンダーグリーンベルト 17.8 1.5 

スーパーグリーンベルト 24.4 0.0 

ワンダーグリーンベルト 32.6 3.0 

グリーンベルト 37.0 1.5 

ジャイアントベルト 42.2 4.4 

タフボーイ 42.2 7.4 

ミラクルグリーンベルト 44.4 5.9 

タフガイ 51.9 8.1 

第1表　ニラ褐色葉枯病に対する主要品種の感受性

発病度a)

a)3ポットの平均値を示す．

品種
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２．殺菌剤の防除効果
　1回目の試験では6薬剤を供試したが，斑点症状
の防除価はいずれの薬剤とも低かった。葉枯れ症
状については，フルジオキソニル水和剤の防除価
が100と高く，ペンチオピラド水和剤も92.3と高
かった。次いでチオファネートメチル水和剤が
53.9であったが，その他の剤は防除価50以下と低
かった（第2表）。
　2回目の試験では4薬剤を供試し，斑点症状につ
いては，テブコナゾール水和剤が防除価68.0と比
較的高かったが，その他の剤はいずれも防除価50
以下と低かった。葉枯れ症状については，ピリベ

ンカルブ水和剤の防除価が100，次いでテブコナ
ゾール水和剤が75.0と高かったが，その他の剤は
防除効果が認められなかった（第3表）。
　3回目の試験では4薬剤を供試したが，斑点症状
の防除価はいずれの薬剤とも50以下と低かった。
葉枯れ症状については，イミノクタジンアルベシ
ル酸塩水和剤の防除価が100と高く，次いでシメコ
ナゾール・マンゼブ水和剤が85.7，イプロジオン
水和剤が71.5，TPN 水和剤が64.3の順に高かった

（第4表）。
　なお，いずれの薬剤も薬害は認められなかった。
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成分量 希釈倍率

(％) (倍) 発病度a) 防除価 発病度a) 防除価

ペンチオピラド水和剤 20 2000 47.3 31.9 5.6 92.3 

アゾキシストロビン水和剤 20 2000 58.4 16.0 66.7 7.7 

クレソキシムメチル水和剤 44.2 3000 66.7 4.0 38.9 46.2 

フルジオキソニル水和剤 20 2000 38.9 44.0 0.0 100.0 

チオファネートメチル水和剤 70 1000 44.5 36.0 33.3 53.9 

ポリオキシン水溶剤 50 1500 50.0 28.1 66.7 7.7 

無防除 － 69.5 72.3 

成分量 希釈倍率

(％) (倍) 発病度a) 防除価 発病度a) 防除価

テブコナゾール水和剤 20 1000 17.8 68.0 16.7 75.0 

トリフルミゾール水和剤 30 2000 33.4 39.9 66.7 0.0 

ピリベンカルブ水和剤 40 2000 27.8 50.0 0.0 100.0 

ベノミル水和剤 50 3000 30.6 45.0 66.7 0.0 

無防除 － 55.6 66.7 

成分量 希釈倍率

(％) (倍) 発病度a) 防除価 発病度a) 防除価

TPN水和剤 40 600 55.6 9.2 27.8 64.3 

シメコナゾール・
     マンゼブ水和剤

2.4・65 600 36.1 41.0 11.1 85.7 

イミノクタジン
     アルベシル酸塩水和剤

40 2000 30.6 50.0 0.0 100.0 

イプロジオン水和剤 50 1000 41.7 31.9 22.2 71.5 

無防除 － 61.2 77.8 

第2表　ニラ褐色葉枯病に対する殺菌剤の防除効果（試験1）

斑点症状 葉枯れ症状

a)2ポットの平均値を示す．

第3表　ニラ褐色葉枯病に対する殺菌剤の防除効果（試験2）

斑点症状 葉枯れ症状

a)2ポットの平均値を示す．

第4表　ニラ褐色葉枯病に対する殺菌剤の防除効果（試験3）

斑点症状 葉枯れ症状

a)2ポットの平均値を示す．

供試薬剤

供試薬剤

供試薬剤
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考 察

　高知県におけるニラ褐色葉枯病の主な病原菌で
ある S.lycopersici を用いて，ニラ主要品種の感受
性を調査した。本病の症状として，斑点症状と葉
枯れ症状が発生する（第1図）ことから，それぞれ
の症状別に調査を行ったところ，斑点症状につい
ては，タフガイ，ミラクルグリーンベルト，ジャ
イアントベルト，タフボーイで発病が多く，サン
ダーグリーンベルト，スーパーグリーンベルトで
は発病が少ない傾向であった。また，葉枯れ症状
については，タフガイ，タフボーイ，ミラクルグ
リーンベルトでは発病が多く，スーパーグリーン
ベルト，サンダーグリーンベルト，グリーンベル
トでは発病が少ない傾向であった。両症状がそれ
ぞれどういう環境条件で発生しているのかは不明
であるが，葉先をつぶすなど付傷して接種すると
葉枯れ症状が増加する傾向にある。今回の試験は
無傷接種で行ったことから，葉枯れ症状の発生自
体が少なかったものの，タフガイ，ミラクルグリー
ンベルトおよびタフボーイの3品種は斑点症状も
葉枯れ症状も多く，サンダーグリーンベルトおよ
びスーパーグリーンベルトの2品種は両症状とも

少なかった。このことから，品種により褐色葉枯
病の感受性が異なり，前3品種は感受性が高く，後
2品種は感受性が低いことが明らかとなった。ま
た，褐色葉枯病により生じる斑点症状と葉枯れ症
状のいずれも，品種による感受性は同じ傾向を示
すと考えられた。
　ニラ褐色葉枯病に対する登録薬剤は現在のとこ
ろないことから，ニラに対して作物登録のある薬
剤を中心に，さらに，Stemphylium 属菌による病害
であるトマト斑点病やアスパラガス斑点病，ニン
ニク葉枯病などに登録のある薬剤を加えた14薬剤
について，予防的処理による防除効果を調査した。
その結果，斑点症状については防除価が50以上と
なったのはテブコナゾール水和剤，ピリベンカル
ブ水和剤およびイミノクタジンアルベシル酸塩水
和剤の3剤のみで，その他の剤の効果は低かった。
葉枯れ症状については，防除価が100となったフル
ジオキソニル水和剤，ピリベンカルブ水和剤およ
びイミノクタジンアルベシル酸塩水和剤の3剤の
他，ペンチオピラド水和剤，テブコナゾール水和
剤，シメコナゾール・マンゼブ水和剤，イプロジ
オン水和剤なども高い防除効果を示した一方，ベ
ノミル水和剤，トリフルミゾール水和剤，ポリオ
キシン水溶剤，アゾキシストロビン水和剤などは，
ほとんど防除効果がみられなかった。今回の試験
から，斑点症状と葉枯れ症状の両方に比較的高い
防除価を示したピリベンカルブ水和剤，テブコナ
ゾール水和剤およびイミノクタジンアルベシル酸
塩水和剤の3剤は，褐色葉枯病の防除薬剤として有
望と考えられた。この他，葉枯れ症状に対して非
常に高い効果を示すとともに斑点症状に対しても
やや防除効果を示したフルジオキソニル水和剤，
ペンチオピラド水和剤，シメコナゾール・マンゼ
ブ水和剤なども有望ではないかと考えられる。
　なお，今回試験を行った薬剤のうち，シメコナ
ゾール・マンゼブ水和剤，TPN 水和剤およびイミ
ノクタジンアルベシル酸塩水和剤は，2019年7月時
点でニラに対する作物登録がなく，ベノミル水和
剤およびイプロジオン水和剤は野菜類登録がある
ものの種子粉衣を対象としていることから，これ
らの剤を実際にニラ褐色葉枯病の防除薬剤として
使用することはできない。また，チオファネート
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 第 1 図  接 種 に よ り 再 現 さ れ た 病 徴  
1 1  

 左 ： 斑 点 症 状 、 中 ： 葉 枯 れ 症 状 （ 発 病 指 数 1 ） 、
1 2  

右 : 葉 枯 れ 症 状 （ 発 病 指 数 3 ）  
1 3  
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メチル水和剤はニラに対して登録があるものの，
処理方法が灌注処理となっており，今回試験を
行った散布処理では使用できない。さらに，ピリ
ベンカルブ水和剤は，2018年2月にニラ白斑葉枯病
を対象として適用拡大されたが，登録されている
使用法は3,000倍希釈液散布となっており，今回試
験を行った2,000倍では使用できない。今後，褐色
葉枯病に対して効果が期待できる剤については，
ニラに対する作物登録および褐色葉枯病に対する
適用拡大が望まれる。

摘 要

　高知県で発生するStemphylium lycopersiciによる
ニラ褐色葉枯病について，ニラ主要品種の感受性
を調査した結果，タフガイ，ミラクルグリーンベ
ルトおよびタフボーイは感受性が高く，サンダー
グリーンベルトおよびスーパーグリーンベルトは
感受性が低いことが明らかとなった。また，殺菌
剤14種について防除効果を調査した結果，ピリベ
ンカルブ水和剤，テブコナゾール水和剤およびイ
ミノクタジンアルベシル酸塩水和剤は効果が高
く，防除薬剤として有望と考えられた。
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